
ヲ
シ
キ
ザ
マ
ノ
ス
ケ
久
志
木
左
馬
助

阿
国
長
六

年
九
且
前
川
利
治
夫
人
来
線
の
時
に
江
戸
か
ら
佐
行

し
た
殴
仰
で
あ
る
。

ヲ

シ

コ

串
海
鼠

』
ナ
マ
コ
位
協
胤
。

。
シ
シ
ゴ
ウ

櫛
師
郷

和
名
抄
向
山
寺
本
に
邸

主
税
櫛
耐
が
あ
る
。
同
印
本
に
は
憾
の
一
字
と
し
て

久
之
之
と
註
す
る
が
、
こ
れ
は
附
芋
を
胎

L
た
も
の

で
あ
る
。
後
に
揃
比
と
な
っ
た
の
は
一
磁
を
籾
じ
た

も
の
で
あ
る
。

ク
シ
ジ
ヤ
ヤ
串
茶
屋

能

尖

出
川掃
除
郷
に
応
ず

る
仰
の
川
村
で
あ
っ
た
が
‘
後
大
山
明
寺
務
で
は
一
村

建
と
L
て
取
扱
ひ
、
明
治
以
降
も
亦
錨
'M
の
部
訴
と

す
る
。
寛
永
の
切
か
ら
こ
与
に
お
女
が
あ
っ
た
。
元

来
こ
の
地
は
布
陣
本
道
な
る
小
法
の
南
方
一
盟
の
加

に
泊
。
、
そ
の
一
墨
田
慌
の
切
に
府
巾
肢
と
い
ふ
本
山
民

が
あ
っ
て
、
政
人
の
鮒
女
を
削
む
さ
政
的
特
に
接
待
せ

L

め
た
が
、前
川
利
川
口
山
の
施
設
を
小
松
に
関
川
む
に
及
び
、

佐
々
こ
L
に
恕
ふ
こ
と
あ
り
、
か
の
知
女
が
給
仕

L

た
お
、
終
に
パ
公
泊
の
遊
女
の
如
〈
に
な
り
、
部
い

c

e
出
土
木
下
付
最
も
同
一
の
州
国
染
を
初
め
た
に
起
る
と
い

は
れ
る
。
し
か
し
興
本
微
妙
公
夜
訴
に
.
『潜
女
佐

七
入
人
な
ら
で
陪
不
巾
。』
と
い
ひ
、
蛮
の
光
に
は
、

『出
茶
屋
の
濫
臨
時
叶
か
な
ら
ず
、
苛
は
、
川
山
初
に
か
け

し
茶
屋
な
り
と
州
併
ふ
。
』
と
い
ふ
如
〈
、
問
よ
り
宿

制婦
女
郎
の
郊
で
め
っ
た
に
地
ぎ
ぬ
が
、
瓜
治
三
年
以

後
大
明
寺
拙
附
時
間
に
印刷
し
た
か
ら
、
加
れ
滞
に
於
け
る

地
作
品
の
制
談
に
拘
ら
ず
抽
制
約
し
、
文
化
の
切
に
及
ん

で
は
そ
の冊
目
民
最
も
新
し
か
っ
た
。
是
を
以
て
文
政

六
年
十

一月=一
同
刷
お
か
ら
出
火
し
て
部
wm
の
大
学

を
焼
い
た
後
も
、
忽
ち
一
泊
以
を
挽
閲
し
た
が
、
天
保

イ
三
年
老
中
水
野
忠
邦
が
俗
約
令
を
布
〈
に
及
ん

で
‘
大
型
寺
務
は
旨
を
翠
じ
て
服
飾
部
玩
を
簡
易
な

ら
し
め
、
留
を
振
し
て
室
内
の
都
路
な
る
設
備
を
惚

タ
ジ
チ

凶
地

J
デ
y
チ
ワ
リ
旧
地
問
。

ク
ジ
ツ
ケ
ン
ナ
ガ
ヤ

九

十

問
長
屋

金
持
域
内

に
在
っ
た
。
三
，
丸
射
手
異
風
格
古川
婦
の
姉
、
且(力

添
加
の
う
し
ろ
の
長
屋
で
、
四
十
附
長
屋
の
前
に
在

っ
た
。
ク
ジ
ツ
サ
イ
モ
ノ
九
十
歳

者

」

ヨ
ウ
ロ

ウ

発
老
。
タ
シ
デ

串
出

能
楽
市
山
の
出
村
で
あ
る
が
、

大
型
一
寺
滞
で
は
一
村
と
し
て
取
扱
っ
て
間
た
。
明
治

以
降
ま
た
山中に
合
併
せ
ら
れ
た
。

ク
シ
ノ
南
野

能

出
〈
州
州
市
的
也
の
知
野
を
い
」
。

三
政
問
桝
に
、『
分
郡
伊
左
衛
門
は
、
出
野
よ
0
松
を

見
放
、
数
千
本
回
向
へ
結
に
て
取
廻
す
。
』
と
あ
る

は
、
立
永
中
小
松
城
修
築
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。

ク

ジ

バ

公
事
場
加
引
出
仰
の
m叫
ん…尚
紋
判
断
で
.

牢
獄
も
そ
の
中
に
あ
っ
た
。
公

m-揚
の
名
目
は
、
院

長
十
八
年
八
且
の
定
mu
に
見
え
る
の
が
初
見
で
あ
ら

う
。
公
明
お
に
は
、
M
A
牢
獄
の
傍
に
死
刑
執
行
揚
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
刑
法
制
帽
と
い
ひ
、
俗
に
御
仕
置
場

と
い
う
た
。
公
叫
-
必
の
悦
也
は
、
往
昔
浅
野
川
針
作

か
ら
味
噌
縦
川
不
融
制
左
虻
の
宅
後
に
か
け
て
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
新
堂
形
の
地
に
向。
L
、
別
凶
利
自
の
山
尚

後
胤
泊
二
年
裂
に
白
鳥
田
刑
の
外
に
修
し
た
。
今
の
裁

判
所
の
あ
る
腕
で
あ
る
。
凡
そ
犯
非
の
入
牢
以
上
に

せ
し
め
た
。
し
か
も
料
品
令
の
弛
緩
す
る
を
符
っ

て
官官

び
持
派
L
、
以
て
明
治
五
年
の
娼
妓
懇
妓
年
季
奉
公

人
解
政
令
波
布
の
時
に
及
ん
だ
。

ク
ジ
セ
ン

公
事
銭

良
駅
訴
訟
に
舵
い
て
務
が

徴
し
た
山
口
別
で
あ
る
。
阿
国
長
六
年
五
且
十
七
日
の
御

定
叫
に
、
『
公
邸
銭
者
訴
・論
共
三
百
疋
宛
持
参
、
理

迎
之
方
4
H
手
前
之
三
百
疋
可
返
泣
情
。
。
』
と
見
え
る
。

同
十
八
年
の
定
で
は
三
百
疋
を
鋭
子
一
枚
と
改
め
て

あ
る
。

世
る
者
は
公
事
裂
に
於
い
て
務
理

L
、
円
叫
刑
の
上

一

切
の
包
類
を
具

L
、
年
帯
を
即
日
て
滞
侯
の
裁
可
を
仰

ぐ
。
而
し
て
そ
の
隠
刑
宣
告
の
日
に
は
必
ず
且
番
年

寄
が
法
廷
に
臨
ん
で
之
を
執
行
せ
し
め
、
且
番
廓
依

あ
れ
ば
同
列
中
之
に
代
る
。
前
岩
間
回
と
い
ふ
も
の

是
で
あ
る
。
但
し
窃
盗
・
賭
博
等
雑
種
の
靭
き
も
の

に
あ
っ
て
は
、
慣
例
に
よ
っ
て
、
金
期
町
翠
行
又
は

盗
賊
殴
方
法
行
で
務
判
雌
分
す
る
者
も
あ
っ
た
。
肢

障附
に
際
L
て
公
事
拐
を
隠
し
、
四
人
を
獄
舎
と
共
に

脈
刷
出
の
砲
訟
係
に
引
渡
し
、
磁
訟
と
断
獄
と
の
取
務

を
寧
っ
た
が
、
後
に
囚
鰍
所
と
都

L
、
途
に
段
獄
腕

と
改
め
た
。

。
ジ
パ
シ
キ
ジ
ツ
公
事
場
式
目

公
mm
お
港
行

以
下
が
、
扱
刊
の
お
に
殺
脱
す
る
定
日
を
い
ふ
。
成

治
元
年
の
規
定
で
は
、
何
且
二
日
・
八
日
・
十
四
日

官
一
日
・
4
H
六
日
で
あ
っ
た
が
、
見
政
の
頃
か
ら
二

日
・七
日
・十
三
日
・什

一
日
・
什
七
日
に
な
っ
た
。
但

し
事
態
の
急
を
裂
す
る
場
合
に
は
、
式
日
以
外
に
も

閉
廷
し
た
。
叉
滞
侯
が
忠
臣
勤
の
お
居
城
を
出
設
す
る

日
に
は
之
を
縦
し
た
が
、
邸
附
の
鎚
江
戸
を
出
渡
す

る
日
は
そ
の
限
で
な
か
っ
た
。
公
子
女
の
金
抑
制
波

文
は
そ
の
祝
日
に
も
之
を
版
せ
ら
れ
た
。
牢
獄
の
錦

繍
は
、
金
樽
町
車
中
行
の
保
管
す
る
防
で
あ
る
か
ら
、

式
日
係
に
持
露
す
る
慣
例
で
あ
っ
た
。

h
y
シ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ
串
八
幡
神
社

J
ヤ

ナ
ギ
ミ
ヤ
ジ

y
ジ
ヤ
柳
宮
跡
枇
。

ク
ジ
バ
プ
ギ
ヨ
ウ
公
事
場
奉
行

四
人
あ
っ
て

一
人
は
寺
社
奉
行
よ
り
鍛
惜
し
、
叉
御
馬
組
頭
か
ら

も
勤
め
た
。
そ
の
初
は
不
明
が
あ
る
が
、
流
永
十
入

年
に
は
奥
村
諒
左
衛
門
民
元
・附
烏
市
郎
兵
衛
一
陣
・

小
緩
膝
右
衛
門
が
勤
め
、
そ
の
後
涼
凶
勘
兵
衛
軍
次
・

脇
田
九
兵
衛
直
賢
之
に
抱
旬
、
成
治
二
年
の
頃
に
は

櫛
山
右
近
守
知
・
菊
池
大
製
直
医
が
あ
っ
た
。
貞
亭

あ
る
0

・タシ
ヒ
シ
ョ
ウ

櫛
比
庄

邸
主
出
に
町
田

L
、
閉山

政
時
代
で
は
、小
石
・上
河
内
・大
向
川
・上
申
・越
渡
・

佐
谷
・内
保
・栃
J

木
・深
凶
・路
湖
・日
野
地
・山地屋
・巾

庖
・舵
凶
・桁
・
門
制
定

m
-W水
・
泊
下
・
粉
川

和

m

-
h
M
M
拠
出
・
安
代
限
・抽
出
生
凶
・
中
野
μ
出
・術
上
・川
・

八
紹
・富
市
場
・
本
市
・
本
内
・山
議
・製
品
の
三
十
=一ヶ

村
を
合
ん
で
脂
た
。

タ
シ
ヒ
ハ
ッ
カ

櫛
比
八
ケ

天
正
十
七
年
九
万

十
八
日
の
前
削
利
家
の
印
告
に
術
比
八
ケ
と
殺
せ
た

も
の
が
あ
る
。
卒
保
十
年
の
諮
下
金
川
宮
詑
に
は
、

ζ
の
入
ケ
を
併
し
て
、
仁
侍
・阿
陪
・
七
加
・大
搾
・揃

三
年
十
一
月
野
村
県
三
兵
衛
鼠
徳
の
命
ぜ
ら
れ
た
の

は
、
御
府
組
問
の
魚
祢
し
た
初
で
あ
る
。

ナ
ジ
パ
マ
チ
公
事
場
町

金抑
仰の
沼
岡
名
。
務

の
公

m川端
付
定
戦
の
組
地
で
あ
っ
た
か
ら
の
抑
制
で
、

延
針
金
抑
酬
に
、
公

m場
付
足
抑
制
何
人
と
殺
せ
で
あ

る
。
今
は
隣
接
の
二
十
人
町
に
合
併
さ
れ
て
ゐ
る
。

ヲ
ジ
バ
ヨ
コ
メ

公
事
場
横
目

活
永
年
間
に
公

m梅田中
行
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
A

山
附
附
制
帽
御
門
制
問
も

北
(
の
頃
か
ら
有
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
後
瓜
治
三
年

に
は
阪
一-一
郎
左
衛
門
、
江
文
元
年
に
は
品
川
保
長
左
術

門
・山
石
川
平
山
剛
、
三
年
に
は
巾
村
久
左
衛
門
、
十
三
年

に
は
綬
津
共
助
が
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
延山
H
五
年
よ
り

中
総

L
、
御
大
小
将
杭
円
よ
り
代
る
々
々
之
を
勤
め

た
。
然
る
に
一大
和
二
年
小
穴
惣
肋

・
小
探
八
郎
左
衛

門
耐
人
が
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
科
び
辿
的
制
と
し
て
柵
制

約
し
た。

ク
シ
ヒ
シ
ョ
ウ

櫛
比
庄

鳳
奈
川
に
在
っ
た
。

承
久
三
年
住
出
の
能
殺
凶
回
数
回
抗
日
に
、『櫛
比
煎
九

拾
町
九
段
』
と
あ
る

o
X泊
下
資
泉
寺
厳
永
和
三
年

八
且
品
川
部
日
庄
中
で
彦
出
の
判
山
口
に
は

『能
官
同
摘
出

庄
内
問
山
之
郡
』
と
も
見
え
る
。
後
間
亦
櫛
兆
陀
が

ク
シ

五
，品-，、


